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当会報の題字は、第
19号から奥山徹石氏
(昭和 28年卒)の揮竜
によるものです。

来沢鱗磁貯営nl

登山は現在も大切な母校の行事の一つ。変わりゆく周囲の景色を楽しみながらも、目にはみえない大切な
ものを求めて歩くこの道はまた、新しい世紀に通じる道でもある。

世
紀
を
超
え
て
伝
え

育
む
興
譲
の
心

平
成
十
二
年
度
同
窓
会
総
会
　
懇
親
会

奮

口曇

中

條

良

文

（昭
和
四
十
年
卒
　
不
惑
の
会
）

藩
学
創
設
三
〇
〇
年
記
念
の
最
大
事
業
で
あ
り
ま
す
懸

案
の
記
念
講
堂
が
完
成
の
運
び
と
な
り
、
同
窓
会
会
員
並

び
に
母
校
の
願
い
が
叶
い
、
い
よ
い
よ
新
講
堂
の
竣
工
式

を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
会
長
は
じ
め
、
役

員
そ
し
て
会
員
の
皆
様
方
の
母
校
興
譲
館

へ
の
深
い
敬
愛

の
情
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
新
講
堂
が
後

輩
諸
君
の
心
の
教
育
、
感
性
を
育
む
場
と
し
て
、
ま
た
同

窓
会
の
活
動
拠
点
、
地
域
文
化
発
展
の
場
と
し
て
機
能
す

れ
ば
会
員

一
回
の
慶
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
記
念
す
べ
き
年
に
昭
和
四
十
年
卒
、
四
十

四
年
、
四
十
九
年
、
五
十
五
年
、
六
十
年
卒
の
実
行
委
員

が
同
窓
会
総
会
・懇
親
会
の
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

全
国
の
同
窓
生
が

一
堂
に
会
し
、
新
講
堂
の
誕
生
を
祝
い

そ
し
て
二
十

一
世
紀

へ
の
想
い
を
語
る
会

へ
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
が
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
尚
、
九
月
十
九
日

（火
）
新
講
堂
に
て
創
立
記
念
式
典
、

竣
工
式
、
柿
落
そ
し
て
同
窓
会
総
会
を
行
い
、
午
後
六
時

よ
リ
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢
に
て
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。

ま
た
九
月
二
十
日

（水
）
に
は
、
上
杉
邦
憲
氏
に
よ
る
記

念
講
演
会
を
新
講
堂
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
同
窓

生
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
た
く
重
ね
て
ご
案
内
申
し
上

げ
ま
す
。
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藩
学
創
設
三
百
年
記
念
事
業
も

最
終
年
を
迎
え
、
待
望
の
講
堂
が

い
よ
い
よ
私
た
ち
の
前
に
そ
の
姿

を
現
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
に
は
様
々
な
問
題
も

あ
り
ま
し
た
が
、
同
窓
生
の
皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
に
よ
っ
て
、
予

定
ど
お
り
八
月
末
に
完
成
し
、
検

査
を
経
て
九
月
十
九
日
の
創
立
記

念
日
に
は
竣
工
式
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

依
然
と
し
て
景
気
の
低
迷
し
て

い
る
現
在
、
一二
億
円
の
巨
費
を
投

じ
て
講
堂
を
建
て
る
と
い
う
大
変

困
難
な
事
業
で
あ
り
ま
し
た
が
、

母
校
を
愛
す
る
先
輩
各
位
や
、
趣

旨
に
賛
同
じ
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た

方
々
の
熱
い
思
い
と
、
工
事
に
携

わ
っ
た
関
係
者
の
損
得
を
抜
き
に

し
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
み
ご

と
に
花
を
咲
か
せ
た
も
の
と
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
、
当
初
の
募
金
目
標
に
は

ま
だ
及
ば
な
い
状
況
で
あ
り
、
完

成
を
祝
う
行
事
も
、
で
き
る
だ
け

金
を
か
け
な
い
質
素
な
も
の
と
な

待
望
の
講
堂
完
成

同
窓
会
長

り
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
、
無
償
の

ご
協
力
を
頂
く
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
の
皆

さ
ん
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
次
第

で
す
。
卒
業
年
次
目
標
に
達
し
な
い
学

年
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
負
債
を

解
消
す
る
た
め
に
も
、

今
後
と
も
継
続
し

て

募
金
活
動

に
ご
協
力

頂
き
た

い
も
の
で
す
。

み
ん
な

で
取
り
組
ん

だ
事
業
は
、
み
ん
な
で

力
を
出

し
合

っ
て
こ

そ
同
窓
会

の
充
実
発

展

に

つ
な
が
る
も

の

と
信
じ
ま
す
。

さ
て
、
九
月
十
九
日

の
総
会

・大
懇
親
会
の

た
め
に
、
当
番
学
年
の

諸
君
が
早
く

か
ら
準

備

し
て
取
り
組
ん

で

お
ら
れ
ま
す
。
例
年
以

上

に
大
成
功

に
終

る

よ
う
、
皆
様
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
支
部

・
各

希

学
年
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
も

一
層
充

実
し
て
き
て
い
る
こ
と
は
ご
同
慶

の
至
り
で
す
。
今
後
更
な
る
発
展

を
遂
げ
る
よ
う
、
特
に
若
い
卒
業

生
諸
君
の
力
強
い
参
加
を
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。

lll

野

東京支部総会にて

記
念
講
堂
壌
〓
式
に

関
連
す
る
行
事
の
ご
案
内

★
９
月
１９
日

（大
）

午
前
九
時
三
十
分
　
創
立
記
念
式
典

午
前
十
時
三
十
分
　
記
念
講
堂
竣
工
式

昼
食

・
休
憩

午
後

一
時
　
　
　
　
記
念
音
楽
会
　
　
　
´

＊
吹
奏
楽
演
奏

（現
役
生
徒
）

＊
コ
‐１
フ
ス

（滝
沢
美
恵
子
先
生
他
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）

＊
ピ
ア
ノ
演
奏

（黒
田
満
里
さ
ん
）

昭
和
五
十
三
年
卒

午
後
四
時
　
　
　
　
同
窓
会
総
会

以
上
新
記
念
講
堂

会
場
移
動

（グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢
）

午
後
六
時
　
　
　
　
大
懇
親
会

★
９
月
２０
日

（水
）

午
前
九
時
　
　
　
　
記
念
講
演

（上
杉
邦
憲
氏
）

（注
）
記
念
講
堂
竣
工
式
よ
り
参
加
の
方
々
に
は
昼
食
を
差
し

上
げ
ま
す
。
当
番
学
年
で
取
り
纏
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

各
学
年
の
担
当
者
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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藩
学
創
設
三
〇
〇
年
を
お
祝
い

す
る
各
種
行
事
の
う
ち
、
そ
の

フ
イ
ナ
ー
ン
を
飾
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
記
念
講
堂
が
完
成
間
近
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。
構
想
し
て
か

ら
早
四
年
が
経
過
し
、
特
に
、
同

窓
会
の
皆
様
方
に
は
財
政
的
な
面

で
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
。上

棟
式
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で

何
度
か
内
部
を

一
巡
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
が
、
玄
関
を
入
っ
て

す
ぐ
の
フ
ロ
ア
が
吹
き
抜
け
に

な

っ
て
い
る
た
め
、
空
間
が
十
分

確
保
さ
れ
て
い
る
と
の
印
象
を
ま

ず
受
け
ま
す
。
ま
た
、
階
段
状
に

並
ぶ

一
〇
〇
〇
席
の
座
席
は
ま
だ

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
た
れ
た
状
態

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
後
方
か

ら
ス
テ
ー
ジ
ヘ
の
眺
め
は
誠
に
壮

観
で
あ
り
ま
す
。
完
成
が
待
た
れ

飛

躍

の
好

機

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

方
々
の
ご
労
苦
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
藩
学
創
設
三
〇
〇
年
の

諸
行
事
を
、
本
校
が

一
段
と
飛
躍

す
る
好
機
と
位
置
づ
け
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
難
関
大
学
ヘ

の
挑
戦
や
部
活
動
の
活
性
化
な
ど

の
課
題
が
依
然
残
っ
て
お
り
ま
す

が
、
生
徒
自
治
会
委
員
長
に
三
名

が
立
候
補
し
た
こ
と
は
過
去
十
五

年
間
に
な
い
記
録
で
す
し
、
ま

た
、
応
援
団
長
に
久
々
に
立
候
補

者
が
出
て
、
格
調
高
い
応
援
団
活

動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
に
教
職
員

一
同
、
大
い
に
喜
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

山
岳
部
が
最
優
秀
賞
を
獲
得

し
、
二
十
二
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
に
出
場
す
る
こ
と
も
特
筆
す

―
―

藩
学
創
設
三
〇
〇
年

―
―

校

長

巻

　

　

　

　

久

学

生

讃

歌

決

定
ノ

三
百
年
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、
同
窓
生
、
在
校
生
が
回
ず
さ
め

る
歌
の
募
集
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

締
切
り
の
六
月
二
十
日
ま
で
に
応
募
さ
れ
た
も
の
を
審
査
し
、
下
記

の
作
品
を
決
定
、
藩
学
三
百
年
記
念

「学
生
讃
歌
」
と
し
て
創
立
記
念

日
に
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
の
母
校
の
発
展
と
共

に
、
歌
い
つ
が
れ
る
よ
う
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
更
に
、

こ
の
夏
休
み
期
間
中
に
、
生
徒
代

表
五
名
が
鷹
山
公
の
ふ
る
さ
と
を

訪
問
し
、
名
門
校
、
宮
崎
県
立
高

鍋
高
校
と
交
流
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
勉
学
に
し
ろ
、
部

活
動
に
し
ろ
、
人
生
の
中
で
最
も

多
感
な
青
春
時
代
に
心
と
き
め
く

体
験
を
で
き
る
だ
け
多
く
積
ま
せ

た
い
、
そ
の
こ
と
が
二
十

一
世
紀

に
活
躍
す
る
大
き
な
決
め
手
に
な

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、
今
後

と
も
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

饉 艤 畿 鰺 艤 艤 爾 艤 畿 爾 艤 爾 鰺 畿 鸞 饉 艤 議 爾 饉 艤 鰺 饉 艤 饉 饉 饉 櫂 饉 艤 饉 畿 鰺 艤 爾 饉 鰺 聾 饉 畿 爾 饉 畿 罐 畿 饉 饉 爾 艤 饉 饉 爾 饉 饉 爾

学

生

讃

歌

藩学創設300年記念 「学生讃歌」

我 あ か 不 精 希
ら あ ざ 撓 鋭 望
が  し 不 集 の
青 て 屈 う 星

作
詞
　
佐
藤
　
温
保

（
平
成

五
年
卒

）

作
曲
　
川
島
　
良
博

（昭
和
三
九
年
卒
）

枷 t藤 温-5年ヽ 興 春 進 の  を譲
ζ鮮[言響
を結 
は
]

拳 塾 辱 琴 葬 蒔 聾 ≡ 華 華 葬 曇 ヨ

菅 な お 暴 冒 奎

華 黎 撃 墨 奎 鐸 轟 琴 華 基 華 壁 ∃

Ittυ 各 言 冒

挙 ≡ 塾 藝 ≧ 華 当 塞 ≡ ≒ 垂 ≡ 当
譲

ζ

看

諏 ぶ 響

を膚貪:暑
く

藩
学
創
設
三
〇
〇
年
記
念
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記念事業の中心となる講堂建設工事は、予定どおり順調に進み、来たる9月 19日の

創立記念日当日に竣工式を挙行することになつた。

先に「記念事業ニユース」でお知らせしたように、市内五社による共同企業体と契約

して工事を開始。2月 1日 には県教育長をお招きして安全祈願祭 (起正式)を行い、そ

の後 6月 2日 には講堂内部で上棟式を行つた。8月 末には完成して検査を受ける予定。

藩
学
創
設
三
〇
〇
年
記
念
事
業

珈
実
行
委
員
会
事
務
局
よ
り

「 薔

体育館と渡り廊下で結ばれた記念講堂

(7月 26日 撮影 )

上棟式の 「棟締の儀J

(巻校長 川野同窓会長
相田建設施工者代表による)

安全祈願祭 (起工式)での
玉串奉莫 (平田自治会委員長 )

三百年記念写真集

・『嚇̈一鵡轄「』「］鮮時中一呻一̈一

辮霧
一糠
姦
撃
貪
馬

望畔ま―年轍責ｔｔ竜一・‐‐‐‐‐めて‐‐‐‐―購以い
‐‐‐‐‐れ・‐‐る一一弩喘
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種 目 標 A

募 金 状 況
件 数 寄附中込額 B

(平成 12年 7月 31日 現在 )

寄附申込額C  B/A  C/A

同窓生 。関係団体

篤      志
現 旧 教 職 員

雑   収   入

318,000千円

75,000千 円

5,000千 円

2,000千 円

3,220   270,587,389

86    54,530,000

164    6,230,000
21     1,661,338

247,676,389

48,780,000

5,950,000

1,661,338

851%   779%
727%   650%
1246%  1190%
83 1%   831%

昭和5年卒 330,000 330,000 28年卒 3,090,000 3,030,000 52年卒 1,080,000 1,080,000

6年卒 55,000 55,000 29年卒 3 160、 000 3、 160、 000 53年卒 20,000 20,000

7年卒 30年卒 3,015,000 3,015,000 54年卒 848,000 848,000

8年卒 115,000 115,000 年卒 3.640、 000 3.540,000 55年卒 1,345,000 1,345,000

9年卒 30000 30、 000 32年卒 3,060,000 3,060,000 56年卒 401,000 401,000

0年卒 200.000 200,000 33年卒 3.000,000 3,000,000 57年卒 150、 000 150,000

1年卒 1,620,000 1,620,000 34年卒 3,050,000 3.050.000 58年卒 163,000 163,000

2年卒 381,000 381,000 35年卒 1,700,000 1,700,000 59年卒 360,000 360,000

3年卒 1、 100,000 1,100,000 36年卒 3,000,000 3、 000,000 60年卒 210,000 210.000

4年卒 640,000 640,000 37年卒 3,080,000 3,080,000 61年卒 240,000 240,000

5年卒 l,482,000 1,482,000 38年卒 3,275,000 3,245,000 62年卒 140,000 140.000

6年卒 1,040,000 1.040,000 39年卒 2,530,000 2,530,000 63年卒 140,000 140,000

7年卒 750,000 750,000 40年卒 2,160,000 2,160,000 平成 1年卒

8年卒 2、 130、 000 2,130,000 41年卒 3,060,000 3,060,000 2年卒 10,000 10,000

9年卒 2,420,000 2,420,000 42年卒 3,565,000 3,565,000 3年卒 30,000 30,000

20年卒11期 2,205,000 2,175,000 43年卒 1,935,000 1,935,000 4年卒

20年卒後期 2,000,000 2.000.000 44年卒 2,473,000 2,473,000 5年卒 30,000 30,000

21年卒 1,172,500 1 172500 45年卒 1,320,000 1,290,000 6年卒

22年卒 1,422,500 2.500 46年卒 1 130、 000 970、 000 7年卒

23年卒 1,110,000 l 0、000 47年卒 1、 150,000 1 150000 8年卒

24年卒 930000 0000 48年卒 2、 100,000 2,100,000 9年卒

25年卒 4,155,000 5,000 49年卒 1,777,000 1 777、 000 定 時 制

26年卒 3,180、 000 3,180,000 50年卒 550,000 550,000 日召    禾日 865,000 865,000

27年卒 3,840,000 3、 740,000 51年卒 2,120,000 2.070.000 計 97,280,000 96,450,000

333,000,727   304,067,727 833%   760%400,000千 円

募金目標  ・17年以前 100万以上
・定時制 (一括) 300万

同窓生学年別納入額

・18-22年  240万
・平成以降 100日 標

・23-63J千  300ラ庁

長
井
西
置
賜

支
部
長
に
松
下
氏

わ
が
支
部
は
、
昭
和
四
十
五

年

（
一
九
七
〇
年
）
九
月
大
井
魁

先
生
が
校
長
に
就
任
さ
れ
た
年
、

と
き
の
市
長
羽
田
貞
三
氏

（大

正
九
年
卒
）
を
支
部
長
と
し
て

颯
々
の
声
を
あ
げ
た
。
昭
和
五

十
年
、
外
田
陽
氏

（昭
和
二
十
三

年
卒
）
が
二
代
日
支
部
長
に
就

き
、
地
域
で
の
興
譲
館
の
評
価

を
高
く
し
た
。

去
る
六
月
十
九
日
、
巻
校
長
、

川
野
会
長
を
招
き
総
会
を
開
催
、

退
任
の
意
思
が
同
い
外
田
支
部

長
の
労
に
感
謝
し
、
三
代
目
支

部
長
に
松
下
鉛
二
郎
氏

（昭
和

三
十

一
年
卒
）
を
選
任
、
終
夜
興

譲
館
談
義
に
花
が
咲
い
た
。

支
部
幹
事
長
　
渡
部
　
秀

一
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項  目 予算額 収入済額 増 減 (△ ) 備   考

繰 越 金 321、 929 321,929 0

入 会 金 1,624,000 1,624,000 0 7,000× 232名

費
鑽

〈^
　
ぼ反

年
酢

2,250,000

500.000

1,541,000

200,000

△ 709,000

△ 300,000 過年度会費未納分

雑 収 入 1,496 預金利子

計 4,697,000 3,688,425 △1,008,575

収  入

平成 10年度 同 窓 会 決 算 書
(平成 10年 9月 1日 より平成 11年 8月 31日 まで)

(単位 :円)支  出 (単位 :円 )

決算額

収入済額 3,688,425円 ―支出済額 3,146,722円

=残額  541,703円
(次年度へ繰 り越 し)

参   考 年 会 費 預 か り状 況 (単位 :千円)

年  度 12 13 14 15 16 17 18 19 20 ，
し 計

金 額 548 286 185 138 77 44 35 20 6 4 1354

く0>―。‐ ●>―・く 0>―・く 0>―・く ●>―・く 0>～。く 0>‐。‐ 0●‐・く 0>―・く 0'―。―く0●―。‐ 0●―。く 0>―・く 0レー・く 0レ‐。‐ ●>―・く 0>‐・く 0>‐。く 0>―。‐10>―。ヨ 0>―・ くヽ0>―・く 0>―・く

◎高畠支部                         支 部 長 遠藤忠志

支 部 長 登坂捷一                         〒992‐ 0213 東置賜郡川西町尾長島 12H
〒9920351東 置賜郡高畠町高畠2152-23          ● 0238(42)4121
● 0238(52)0017              副支部長 鈴木 弘

副支部長 梅津伊兵衛・星 寛治              監  事 船山昭司 嶋津憲英
幹 事 長 鈴木征治                    幹 事 長 猪狩文昭

事務局長 連絡先 金田成康 高畠町役場内         事務局長 島貫啓一 。後藤哲雄 。大友勝治
● 0238(52)1111              ◎長丼西置賜支部

◎赤湯支部                         支 部 長 松下鉛三郎

支 部 長 須藤清次 〒999‐ 2211 南陽市赤湯 3005      副支部長 井上俊雄 芳賀康雄
● 0238(43)6Hl               監  事 安部義彦

副支部長 伊藤幸太・吉田堅治              ◎小国支部

事務局長 連絡先 高橋順一                支 部 長 高井朋次
〒999-2231 南陽市二色根 761               〒992‐ 1203 西置賜郡小国町市野々 389

◎宮内支部                              ● o238(65)2006
連 絡 先 〒992‐ 0472 南陽市宮内3010-10         副支部長 阿部 正・本村信夫

吉田文雄 ● 0238(47)2706         幹 事 長 渡部君夫

支 部 長 佐藤 稔                   ◇興譲館同窓会校内役員

副支部長 り‖合悌次郎・星 清一              理  事 」ヽ野隆夫 (教頭)・ 武田離一・菅  弘
幹 事 長 吉田文雄                         堀江昭浩・加地信彦

監  事 高橋正夫                    幹  事 石黒宏治・鑓水武夫・佐藤美枝子
◎川西支部

連 絡 先 〒992‐ 0121 東置賜郡川西町上小松
川西町役場 猪狩文昭 ●0238(42)2Hl

項  目 予算額 支出済額 増減 (△ ) 備   考

(運営費 ) (1,420,000) (1,203,283) |△ 216,717)

会 議 費 120,000 25,408 △94,592 会議費補助

通信連絡費 100,000 61,280 △38,720 通信費

需 用 費 200,00 116,595 △83,405 事務経費 慶弔費

人 件 費 1,000,000 1,000,000 0 人件費等

(事業費 ) (2,550,000) (1,754、 439 (△ 795,561)

一般事業費 1,900,000 1,145,839 △754,161
各支部総会 (旅費 .

お祝)送料

卒業記念費 250,000 243,600 △6,400 言思口「

表 彰 費 50,000 50,000 0 記念品代 (5名 )

会 報 費 350,000 315,000 △35,000 第28号 10,000部

(予備費 ) (727,000) (189、 000) |△ 538,000)

予 備 費 727,000 189,000 △538,000 過納会費引き当て金

計 4,697,000 3,146,722 △1,550,278



第 29号 米沢興譲 館 同窓会会 報 平成 12年 8月 5日 (7)

項  目 本年度予算額 前年度予算額 増減 (△ ) 備  考

繰 越 金 541,703 321,929 219,774 前年度繰越金

入 会 金 1,568,000 1,624,000 △56.000 224名 ×7,000

年 会 費 2、 250,000 2,250,000 0

昭 26年～平元年 まで
50,000円 × 39学年

昭 1511～昭 25年 まで
30000円 × 10学年

過年度会費 500,000 500,000 0 過年度会費未納金

雑 収 入 △  774 預金利子

計 4.860,000 4,697,000 163,000

入‖ヌ

平成 11年度 同 窓 会 予 算 書
(平成 11年 9月 1日 より平成 12年 8月 31日 まで)

(単位 :円)支  出 (単位 :円 )

9月 19日に披露される記念コーラスの練習風景

レ・―く0>―・く 0>―・
“
0●―・く 0>‐。

“

0>´。‐ 0>―・
“

0>―。く 0>―・く 0>‐・
“
0レー・く 0>‐・く 0>―・く 0●―。く 0>―。く 0>―。く 0>―・く 0>―・く 0>‐・ヨ 0>―・く 0>―・´ 0,一。‐ 0●―・く 0‐

米沢興譲館同窓会支部役員

◎米沢支部

支 部 長

副支部長

監  事
幹 事 長

事務局長

◎東京支部

支 部 長

副支部長

幹 事 長

副幹事長

連 絡 先

◎関西支部

支 部 長

副支部長

幹 事 長

事 務 局

連絡先 〒992-1443 米沢市大字笹野 1101
米沢興譲館高等学校 ● 0238(38)4741
高橋忠蔵

相田英一・大友恒則

安達治雄

小関 薫
遠藤岩根

磯貝昌弘

後藤主計・月生田健

吉田仁志

板垣昭次・五雲寺卓 川井陽一
本川 裕 。大浦顕逸
〒120-0002 東京都足立区中川 4-811101
0ハナマル (吉 田仁志)
● 03(3606)6101(FAX共 )

斎藤秀吉

山本三郎・大石 彰・川合雄介
大槻正重

連絡先 勝見哲朗
〒537-0011 大阪市東成区東今里 2-1530
サン美術印刷い 006(976)0231

◎宮城支部

支 部 長 中條 仁
副支部長 芳賀滋弥 和田美知子
幹  事 林一郎・小林令児・矢尾板範子 香坂昌紀

大武清夫・小関隆久・金子謙一・猪俣良市

御供政敏・森下和夫・高橋芳彦・鈴木利実

連 絡 先 〒983-0862 仙台市宮城野区二十人町 6
● 022(291)5372(中 條 仁)

◎山形支部

支 部 長 板垣義次
副支部長 堤 孝雄・後藤 寛
幹  事 二瓶 功 花輪完治
監  事 岩沼 甫 安部 敏
◎県庁教育委員会職員同窓会

会  長 佐々木洋治
副 会 長 山村 勝・高橋 潔
幹 事 長 斎藤忠男

幹事長代理 鈴木敬次
◎置賜地区県職員同窓会

連 絡 先 〒992-0012 米沢市金池東南置賜合同庁舎
C,0238 (24)2311
長

長 大海康一
部

事

支

幹

項  目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 (△ ) 備  考

(運営費 ) 11,420,000) (1、 420、000) ( 0)

会 議 費 120,000 120,000 0 役員会等

通信連絡費 100,000 100,000 0 郵便切手

需 用 費 200,000 200,000 0 慶弔'転退職者餞別 消ll品

人 件 費 1,000,000 1,000,000 0 人件費等

(事業費 ) (2,610,000) (2,550,000) (60,000)

一般事業費 2,000,000 1,900,000 100,000 各支部総会|お祝い 旅費|

卒業記念費 250,000 250,000 記念品代

表 彰 費 10,000 50,000 ∠ゝ40,000 永年勤続者(1名 )

会 報 費 350,000 350,000 0 印刷代

(予備費 ) (727,000) (103,000

予 備 費 830,000 727,000 103,000 過納会費返済のため

訓 4,860,000 4,697,000 163、 000
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母‐校 だ よ
‐
り

烙櫻趙鱚猷゛屏鱚虫袋飩巫咸瘍凸聯燿ヾ曖笞絣藝

県
立
米
沢
興
譲
館
高
校
は
、

米
沢
市
の
姉
妹
都
市

。
宮
崎
県

高
鍋
町
に
あ
る
県
立
高
鍋
高
校

と
の
交
流
を
深
め
る
べ
く
、
今

月
二
十
四
日
か
ら
二
泊
三
日
の

日
程

で
、
高
鍋
高
校
を
訪
問
す

る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
れ
を
前

に
、
巻
久
校
長
を
は
じ
め
、
訪

問
す
る
生
徒
代
表
ら
が
こ
の
ほ

ど
、
米
沢
市
役
所
と
同
市
教
育

委
員
会
を
あ
い
さ

つ
に
訪
れ
た
。

高
鍋
町
は
、
秋
月
氏
三
万
石

の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
歴

史
の
町
。
宝
暦
十
年

（
一
七
六

〇
年
）、
上
杉
家
の
養
子
に
な

っ

た
の
が
、
米
沢
藩
中
典
の
祖

・

上
杉
鷹
山
公

で
、
そ
の
関
係
か

ら
民
間
交
流
が
盛
ん
と
な
り
、

昭
和
五
十
六
年
に
姉
妹
都
市
を

提
携
し
た
。
現
在

で
は
特
に
、

小
学
生
回
士
が
互
い
に
訪
問
し

合
い
、
交
流
を
深
め
合

っ
て
い

る
。今

回
の
交
流
は
、
鷹
山
公
に

よ

っ
て
結
ば
れ
た
両
校
の
交
流

を
通
し
て
、
か
け
が
え
の
な
い

歴
史

へ
の
想
い
を
新
た
に
す
る

と
と
も
に
、
学
習
活
動
、
生
徒

自
治
会
活
動
、
部
活
動
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
交
換
し
、
二
十

一
世
紀
を
担
う
有
為
な
人
材
の

育
成
を
目
的
に
行
わ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

高
鍋
高
校
を
訪
問
す
る
の
は
、

小
野
隆
夫
教
頭
ら
二
人
の
引
率

教
論
と
、
生
徒
自
治
会
委
員
長

の
玉
野
智
之
君

（
二
年
生

）、

同
副
委
員
長
の
島
貫
千
恵
美
さ

ん

（
同
）、
そ
れ
に
陸
上
部
員

の

一
。
二
年
生
二
人
。

一
行
は
、
町
役
場
を
表
敬
訪

間
す
る
ほ
か
、
生
徒
自
治
会
役

員
と
の
交
流
や
部
活
動
な
ど
の

見
学

・
参
加
、
鷹
山
公
ゆ
か
り

の
旧
跡
見
学
な
ど
を
予
定
し
、

高
校
生
同
士
の
交
流
を
深
め
て

く
る
。

今
冬
に
は
、
高
鍋
高
校
の

一

行
が
、
興
譲
館
高
校
を
訪
間
す

る
予
定
だ
。

自
頼
奨
学
財
団
の
果
実
目
減
り

緊
急
対
策
で
寄
付
四
〇
０
万
円

財
団
法
人

「自
頼
奨
学
財
団
」
は
、
ご
存
じ
の
と

お
り
、
本
校
の
大
先
輩
、
我
妻
榮
先
生
の
文
化
勲
章

受
賞
を
記
念
し
て
昭
和
四
十

一
年
に
設
置
さ
れ
た
も

の
で
、
「本
校
在
学
生

へ
の
奨
学
金
給
付

金
卒
業
生
二

五
七
人

。在
校
生
九
人
ご
二
自
頼
文
庫

（本
校
ご
と

「ま
が
き
文
庫

爺
（譲
小
学
校
と

の
図
書
購
入
な
ど

の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
基
金
か
ら
の
果
実
に
よ
っ
て

運
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
超
低
金
利
の
た
め

に
果
実
は
著
し
く
減
少
し
、
我
妻
先
生
の
ご
意
志
を

生
か
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
昨
年
度
本
奨
学
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
方
々
に
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
自
頼
卒
業
生
の
方
々
は
じ
め
多
く
の
方
か

ら
四
〇
〇
万
円
あ
ま
り
の
心
温
ま
る
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
た
。
な
か
に
は

一
〇
〇
万
円
も
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
自
頼
卒
業
生
が
、
お
二
人
も
い
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
、
今
回
の
支
援
金
を
運
営
資
金
に
繰
り
入

れ
ま
し
て
も
、
現
在
と
同
じ
奨
学
生
数
を
確
保
す
る

と
、
あ
と
五
年
程
度
で
ま
た
同
じ
厳
し
い
状
況
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
、
経
済
状
況
が
改
善

し
利
率
が
向
上
し
て
基
本
財
産
か
ら
の
果
実
が
増
え

る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
当

面
こ
の
募
金
を
継
続
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
趣
旨
を
ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
こ
支
援

を
賜
り
た
く
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2000719 米沢新聞

高鍋高校を訪問する玉野君 (右 )と島貫さん


